
夢をかたちに!夢をかたちに!
皆様とともに、うるおいある地域づくりを。

だ

三
島
よ
し
の
ぶ
より

議会や紙面に対する

ご意見をお寄せ下さい。

三島よしのぶ後援会

三島よしのぶ事務所

事務所 66-1439

自　宅 66-2618

連絡先 66-0990

ＦＡＸ 66-0948

松江市宍道町佐々布荻田

第45号
発 行

２０１9 年１月１日

平
成
30
年
11
月
定
例
議
会

第
４
回
定
例
会
は
11
月
28
日
～
12

月
18
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
条
例
案
件

14
件
、
単
行
案
件
５
件
、
予
算
案
件

23
件
、
承
認
案
件
１
件
、
報
告
案
件

12
件
な
ど
を
審
議
し
ま
し
た
。

主
な
議
案
は
、
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
の
施
設
管
理
を
民
間
へ
移
行
、

八
束
町
の
有
線
放
送
の
廃
止
、
イ
ン

グ
リ
ッ
シ
ュ
ガ
ー
デ
ン
を
民
間
へ
売

却
、
災
害
時
の
廃
棄
物
の
処
理
を
迅

速
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
す
る
条
例

の
制
定
や
一
部
改
正
、
小
泉
八
雲
旧

居
の
取
得
、
工
事
請
負
契
約
の
変
更

な
ど
に
関
係
す
る
契
約
案
件
や
職
員

の
人
件
費
、
幼
稚
園
・
小
中
学
校
へ

の
エ
ア
コ
ン
設
置
関
係
の
条
例
・
補

正
予
算
が
追
加
上
程
さ
れ
、
併
せ
て

審
査
し
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

【
議
第
１
７
６
号
】
松
江
市
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正　

<

医
療
職
員
の
職
務
を
明
確
に
す
る
も
の
。>

【
議
第
１
７
７
号
】
松
江
市
市
民
活
動

セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

<

効
率
的
な
管
理
運
営
及
び
利
用
者
の

利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
指
定

管
理
者
制
度
を
導
入
す
る
も
の
。>

【
議
第
１
７
８
号
】
松
江
市
八
束
町
地

域
情
報
通
信
施
設
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
廃
止　

<

有
線
放
送
が
老
朽
化
の
た
め
、
住
民

告
知
シ
ス
テ
ム
移
行
に
伴
い
廃
止
す

る
も
の
。>

【
議
第
１
７
９
号
】
松
江
市
認
定
こ
ど

も
園
の
認
定
要
件
に
関
す
る
条
例
の

制
定　

<
中
核
市
に
移
譲
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い

「
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、

保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に

関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
条
例
を
制

定
す
る
も
の
。>

【
議
第
１
８
０
号
】
松
江
市
児
童
ク
ラ

ブ
条
例
の
一
部
改
正　

<

乃
木
児
童
ク
ラ
ブ
の
移
転
、
比
津
第

２
児
童
ク
ラ
ブ
を
民
間
に
移
譲
す
る

も
の
。>

【
議
第
１
８
１
号
】
松
江
市
指
定
通
所

支
援
の
事
業
等
の
人
員
、
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条

例
の
制
定　

<

中
核
市
へ
の
権
限
移
譲
に
伴
い
、
児
童

福
祉
法
に
基
づ
く
指
定
通
所
支
援
の

事
業
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
も
の
。>

【
議
第
１
８
２
号
】
松
江
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
ガ
ー
デ
ン
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
廃
止　

<

民
間
事
業
者
へ
売
却
す
る
た
め
。>

【
議
第
１
８
３
号
】
松
江
市
不
燃
物
処

理
場
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正　

<

八
束
町
の
不
燃
物
処
理
場
が
廃
止
基
準

を
満
た
し
た
た
め
閉
鎖
す
る
た
め
。>

【
議
第
１
８
４
号
】
松
江
市
一
般
廃
棄

物
処
理
施
設
に
係
る
生
活
環
境
影
響

調
査
結
果
の
縦
覧
等
の
手
続
き
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正　

<

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る

法
律
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
非
常
災

害
時
に
お
け
る
一
般
廃
棄
物
処
理
施

設
の
設
置
に
関
す
る
届
け
出
の
特
例

措
置
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
改

正
す
る
も
の
。>

【
議
第
１
８
５
号
】
市
町
村
か
ら
委
託

を
受
け
た
非
常
災
害
に
よ
り
生
じ
た

廃
棄
物
の
処
理
を
行
う
為
の
一
般
廃

棄
物
処
理
施
設
に
係
る
生
活
環
境
影

響
調
査
結
果
の
縦
覧
等
の
手
続
き
に

関
す
る
条
例
の
制
定　

<

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る

法
律
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
市
町
村

か
ら
委
託
を
受
け
て
非
常
災
害
に
よ

り
生
じ
た
廃
棄
物
の
処
分
を
行
う
た

め
の
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置

の
特
例
措
置
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
に

伴
い
制
定
す
る
も
の
。>

【
議
第
１
８
６
号
】
財
産
の
取
得　

<

小
泉
八
雲
旧
居
を
将
来
に
わ
た
っ
て

保
存
活
用
す
る
た
め
取
得
す
る
も

の
。
建
物
を
３
，
３
１
７
万
円
で
取

得
す
る
も
の
。>

【
議
第
１
８
７
号
】
財
産
の
処
分　

<

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ガ
ー
デ
ン
の
土
地
、

１
４
７
７
８
．
８
１
㎡
を(

株)

ブ
ラ

イ
ダ
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ノ
バ
に
１
億
７
，

５
８
６
万
円
で
売
却
す
る
も
の
。>

【
議
第
１
８
８
号
】
財
産
の
減
額
譲
渡

　

<

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ガ
ー
デ
ン
の
建
物
、

５
２
２
８
．
２
７
㎡
を(

株)

ブ
ラ

イ
ダ
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ノ
バ
に
１
，

４
１
３
万
円
で
譲
渡
す
る
も
の
。>

【
議
第
１
８
９
号
】
市
道
路
線
の
廃
止

<

整
理
再
編
に
よ
る
も
の
４
路
線
。
開

発
に
よ
る
も
の
２
路
線
。
土
地
改
良

区
で
整
備
す
る
も
の
３
路
線
。>

【
議
第
１
９
０
号
】
市
道
路
線
の
認
定

<

整
理
再
編
に
よ
る
も
の
４
路
線
。
開

発
に
伴
う
整
理
再
編
に
よ
る
も
の
２

路
線
。
開
発
道
路
の
編
入
に
よ
る
も

の
１
路
線
。
私
道
の
編
入
に
よ
る
も

の
１
路
線
。>

【
議
第
１
９
１
号
】
平
成
30
年
度
松
江

市
一
般
会
計
補
正
予
算(

第
３
号)

【
議
第
１
９
２
～
１
９
７
号
】
特
別
会

計(

６
会
計)

の
補
正
予
算

【
議
第
１
９
８
～
２
０
２
号
】
企
業
会

計(

５
会
計)

の
補
正
予
算

【
議
第
２
０
３
～
２
０
５
号
】
職
員
・

特
別
職
・
議
員
の
給
与
及
び
報
酬
改

正
の
条
例
一
部
改
正

【
議
第
２
０
６
～
２
１
５
号
】
職
員
・

特
別
職
・
議
員
の
給
与
及
び
報
酬
改

正
に
伴
う
補
正
予
算

【
議
第
２
１
６
号
】
松
江
市
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

【
議
第
２
１
７
号
】
平
成
30
年
度
松
江

市
一
般
会
計
補
正
予
算(

第
４
号)

【
報
告
第
49
号
】
八
雲
幼
保
園
整
備(

建

築)

工
事
の
請
負
変
更
契
約
締
結

<

壁
の
補
強
及
び
外
棚
設
置
の
た
め
４
９

５
万
７
２
０
０
円
の
増
額
、
変
更
後
の

額
２
億
４
７
５
万
７
２
０
０
円>

【
報
告
第
50
～
52
号
】
交
通
事
故
に
よ

る
損
害
賠
償
。

【
報
告
第
53
号
】
草
刈
り
中
の
飛
石
に

よ
る
損
害
賠
償
。

【
報
告
第
54
～
56
号
】
道
路
管
理
瑕
疵

に
よ
る
損
害
賠
償
。

【
報
告
第
57
～
60
号
】
交
通
事
故
に
よ

る
損
害
賠
償
。

【
陳
情
第
18
号
】
消
費
税
増
税
中
止
を

求
め
る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て　

条
例
の
制
定
及
び
改
正
の
概
要

条
例
の
制
定
及
び
改
正
の
概
要

条
例
の
制
定
及
び
改
正
の
概
要

皆
さ
ま
に
は
ご
家
族
お
揃
い
で
新

年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

平
成
30
年
の
漢
字
は「
災
」
で
し
た
。

大
阪
北
部
の
地
震
、
山
陽
方
面
の
水

害
、
北
海
道
で
の
地
震
、
止
む
事
の

な
い
災
害
が
発
生
し
多
く
の
犠
牲
者
が

出
ま
し
た
。
自
然
の
恐
ろ
し
さ
を
感

じ
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。
災
害
が
起

き
る
た
び
に
思
う
こ
と
は
、
普
段
か

ら
の
近
所
付
き
合
い
や
地
域
の
活
動

な
ど
で
連
携
が
取
れ
て
い
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
今
年
こ

そ
は
「
幸
」
「
福
」
の
漢
字
と
な
る
よ

う
に
祈
り
ま
す
。

松
江
市
は
人
口
減
少
社
会
に
向

け
、
子
育
て
施
策
、
雇
用
の
確
保

・

定
住
対
策
な
ど
、
最
重
要
課
題
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
松
江
市
の

面
積
５
７
３
㎢

・
人
口
の
減
る
中
、

合
併
算
定
替
え
に
よ
る
交
付
税
の
減

額
や
社
会
保
障
関
係
費
の
増
額
が
見

込
ま
れ
ま
す
が
、
市

民
の
身
近
な
サ
ー
ビ
ス

が
低
下
す
る
こ
と
な
く

持
続
可
能
な
行
財
政

運
営
が
重
要
で
す
。

土
地
利
用
を
含
め
た
ま

ち
づ
く
り
計
画

・
原
発

問
題

・
庁
舎
建
設
な

ど
課
題
は
山
積
で
あ
り

ま
す
が
、
市
民
に
夢

が
描
け
、
希
望
が
持
て

る
ま
ち
づ
く
り
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

松
江
市
議
会
の
一

員
と
し
て
、
市
民
の
安

心
安
全
を
最
優
先
に

三
島
よ
し
の
ぶ

皆
様
と
共
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。今

年
も
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
良
い

年
と
な
り
ま
す
よ
う
に
、
ご
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。

平
成
31
年　

元
旦

「
幸
・
福
」
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
に

「
幸
・
福
」
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
に

「
幸
・
福
」
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
に



11
月
定
例
議
会
で
は
、
地
場
の
農
産

物
を
学
校
給
食
へ
納
入
の
価
格
補
て

ん
、
外
国
人
観
光
客
宿
泊
費
補
て
ん
、

協
力
隊
起
業
経
費
補
助
、
私
立
幼
稚
園

施
設
補
給
費
、
災
害
復
旧
費
、
長
期
債

の
繰
り
上
げ
償
還
金
な
ど
の
補
正
予

算
。
ま
た
、
職
員
の
人
件
費
や
幼
稚
園
・

小
中
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置

(

６
４

４
室

)

関
係
の
補
正
予
算
が
追
加
提
案

さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算

　

《
総
額
37
億
７
５
１
９
．
５
万
円
》

➀
「
も
う
か
る
産
業
」
へ
の
バ
ー
ジ
ョ

ン
ア
ッ
プ　

《
６
３
３
４
．
４
万
円
》

＊
地
場
農
産
物
生
産
・
消
費
拡
大
推
進

事
業
費

(

学
校
給
食
へ
納
入
分
補
填

１
／
４

)

　
　

 

　

１
５
０
．
８
万
円

＊
他
２
事
業　
　

１
０
０
６
．
５
万
円

【
観
光
産
業
の
拡
大
】

＊
山
陰
ま
ん
な
か
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
プ

ロ
ゼ
ク
ト
事
業
費(

夜
の
魅
力
向
上)

　
　

 
 
 
 
 

　
　

２
６
０
０
万
円

＊
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
推
進
事
業
費

(

広
島―

松
江
間
バ
ス
代
５
０
０
円

事
業

)

　
　
　
　

１
６
１
．
５
万
円

＊
外
国
人
滞
在
型
観
光
促
進
事
業

(

外

国
人
宿
泊
２
０
０
０
円
補
助)

１
５
８
７
．
８
万
円

＊
他
６
事
業　
　
　

８
２
７
．
８
万
円

②
松
江
を
支
え
る
人
づ
く
り

　

《
３
億
６
８
３
７
．
６
万
円
》

＊
地
域
と
の
協
働
型
の
産
業
人
材
の
育
成

事
業
費(

協
力
隊
起
業
経
費
の
補
助
）

　
　
　
　
　
　
　

５
０
０
万
円

＊
私
立
幼
稚
園
施
設
型
給
付
費(

入
園
児

増
に
伴
い
施
設
に
補
助(

３
５
７
人))

　
　
　
　

８
０
７
４
万
円

＊
他
49
事
業

２
億
８
２
６
３
．
６
万
円

③
「
松
江
だ
か
ら
安
心
」
を
貫
く

　

《
６
億
７
６
６
１
．
７
万
円
》

＊
災
害
復
旧
事
業
費(

道
路
23
か
所
、

河
川
11
か
所)　

１
億
３
１
０
５
万
円

＊
災
害
復
旧
事
業
費

(

農
業
用
施
設
14

か
所
、
林
道
４
か
所)

１
億
１
１
０
６
．
１
万
円

＊
河
川
・
排
水
路
改
良
工
事
費

　
　
　
　
　

２
２
５
０
万
円

＊
農
業
用
施
設
維
持
管
理
費

　
　
　
　

５
０
０
万
円

【
時
代
に
合
わ
せ
た
イ
ン
フ
ラ
の
活
用

と
老
朽
イ
ン
フ
ラ
の
改
修
】　

＊
市
立
病
院
跡
地
管
理
費

(

土
地
開
発

基
金
か
ら
の
会
計
替
え)

６
９
０
２
㎡

　

３
億
６
１
７
４
．
３
万
円

　

(

Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
４
７
５
８
㎡
を
売
却)

＊
道
路
修
繕
費
・
道
路
維
持
管
理
費(

災

害
単
独
分
補
修
、
除
雪
機)

　

３
２
５
９
．
４
万
円

＊
道
路
事
業
費

(

社
会
資
本
整
備
総
合

交
付
金
関
係
の
確
定
補
正)

１
４
３
０
．
１
万
円

＊
他
７
事
業　
　

▲
１
６
３
．
２
万
円

④
そ
の
他
事
業　

《
11
億
６
２
６
９
．
４
万
円
》

＊
前
年
度
剰
余
金
の
一
部
を
繰
上
償
還
す
る

　

・
Ｈ
29
年
度
残
高　
　

１
，
１
１
７
億
円

　

・
繰
上
償
還
金
額 

６
億
６
７
４
．
７
万
円

　

・
利
子
軽
減
効
果
額　

８
４
６
．
７
万
円

＊
電
子
市
役
所
推
進
事
業
費

(

住
民
情

報
系
シ
ス
テ
ム
改
元
経
費)６

３
０
万
円

＊
そ
の
他　

５
億
４
９
６
４
．
７
万
円

《
特
別
会
計
》(

８
会
計
の
人
件
費
、
償

還
金
等)

３
億
６
７
０
４
．
８
万
円

《
公
営
企
業
会
計
》(

５
会
計
の
補
助
金
、

人
件
費
等)

▲
３
２
５
０
．
４
万
円

⑤
《
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会

計
補
正
予
算(

４
号)

》

＊
人
件
費

(

職
員
・
特
別
職
・
議
員
の

給
与
及
び
報
酬)

　５
８
３
６
．
４
万
円

⑥
《
一
般
会
計
補
正
予
算(

５
号)

》

＊
空
調
整
備
事
業
費

(

幼
小
中
学
校
の

エ
ア
コ
ン
設
置
費
）

14
億
４
７
５
９
．
６
万
円

➀
幼
児
教
育

・
保
育
の
無
料
化
実
施
に

向
け
た
支
援
措
置
を
求
め
る
意
見
書

国
は
現
在
、
幼
児
教
育

・
保
育
の
無

料
化
に
つ
い
て
、
来
年
10
月
か
ら
の
実
施

を
目
指
し
検
討
し
て
い
ま
す
。
一
方
、

松
江
市
で
は
従
前
よ
り
「
子
育
て
環
境

日
本
一
」
を
掲
げ
、
子
育
て
世
帯
の
負

担
軽
減
に
取
り
組
ん
で
お
り
市
内
外
か

ら
高
く
評
価
を
得
て
お
り
ま
す
。
幼
児

教
育

・
保
育
の
無
償
化
を
実
施
す
る
に

当
た
っ
て
は
、
家
庭
で
子
供
を
一
生
懸

命
に
育
て
て
い
る
方
た
ち
へ
の
支
援
と
配

慮
、
ま
た
幼
児
教
育

・
保
育
に
係
る
質

の
確
保
、
財
政
負
担
の
増
加
や
保
育
士

の
確
保
、
保
護
者
へ
の
十
分
な
周
知
な

ど
、
様
々
な
課
題
を
克
服
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
幼
児
教
育

・

保
育
の
無
料
化
が
子
供
た
ち
の
健
や
か

な
成
長
の
た
め
に
、
実
効
性
の
あ
る
も

の
と
し
て
円
滑
に
実
施
で
き
る
よ
う
、

施
策
の
充
実
や
必
要
な
財
源
の
確
保
な

ど
国
に
対
し
強
く
要
望
す
る
も
の
で
す
。

②
自
動
車
税
の
根
幹
堅
持
等
を
求
め
る

意
見
書

平
成
31
年
度
の
税
制
改
正
が
検
討
さ

れ
て
い
る
中
に
、
「
車
体
課
税
の
抜
本
的

見
直
し
」
が
あ
り
、
自
動
車
税
の
税
負

担
水
準
に
つ
い
て
引
き
下
げ
る
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
車
体
課
税
の
見

直
し
が
実
施
さ
れ
た
場
合
、
地
方
財
政

の
巨
額
の
減
収
を
も
た
ら
す
懸
念
が
あ

り
、
老
朽
化
し
た
イ
ン
フ
ラ
の
更
新
や
、

防
災

・
減
災
対
策
な
ど
、
財
政
需
要
が

増
大
の
一
途
を
た
ど
る
中
で
、
地
方
財

政
に
致
命
的
な
打
撃
を
与
え
る
極
め
て

問
題
の
多
い
も
の
だ
と
受
け
止
め
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。
代
替
え
財
源
の
な
い
改
正

は
、
市
町
村
財
源
の
安
定
を
大
き
く
損

な
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
車

体
課
税
の
根
幹
を
堅
持
す
る
た
め
、
地

方
財
政
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
な
ど
の

無
い
よ
う
、
代
替
え
財
源
を
確
保
す
る

こ
と
を
国
に
対
し
強
く
要
望
す
る
も
の
で

す
。

③
地
方
ロ
ー
カ
ル
線
の
維
持

・
存
続
に
関

す
る
意
見
書

Ｊ
Ｒ「
三
江
線
」
に
つ
い
て
は
、
沿
線

住
民
や
沿
線
自
治
体
が
Ｊ
Ｒ
西
日
本
に
対

し
て
、
重
ね
て
維
持

・
存
続
を
求
め
ま

し
た
が
、
そ
の
意
向
が
受
け
入
れ
ら
れ

ず
今
年
３
月
末
を
も
っ
て
廃
止
と
な
り
ま

し
た
。
昨
年
４
月
西
日
本
が
発
せ
ら
れ

た
「
ロ
ー
カ
ル
線
の
見
直
し
は
不
可
避
」

と
の
考
え
は
、
廃
止
と
な
っ
た
三
江
線
に

限
ら
ず
、
管
内
の
他
の
路
線
へ
の
拡
大

も
懸
念
さ
れ
、
本
市
と
広
島
県
庄
原
市

を
結
ぶ
木
次
線
も
話
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
地
方
で
生
活
を
し
て
い
く
う
え
で
、

移
動
手
段
の
確
保
は
必
要
不
可
欠
で
あ

り
、
安
易
な
「
ロ
ー
カ
ル
線
廃
止
」
は

地
方
の
過
疎
化
に
拍
車
を
か
け
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

基
よ
り
、
国
民
の
共
有
財
産
で
あ
る

鉄
道
の
存
否
に
つ
い
て
は
、
沿
線
住
民
や

沿
線
自
治
体
等
の
意
見
が
最
大
限
尊
重

さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
地

方
創
生
の
具
現
化
の
為
に
も
、
積
極
的

な
「
地
方
ロ
ー
カ
ル
線
」
の
存
続
と
活
用

を
前
提
と
し
た
政
策
の
展
開
が
必
要
と

考
え
ま
す
。
よ
っ
て
、
地
方
ロ
ー
カ
ル
線

の
廃
止
は
、
当
該
地
域
住
民
の
日
常
生

活
や
経
済
活
動
の
大
き
な
影
響
を
与
え

る
た
め
、
鉄
道
事
業
者
の
届
出
に
よ
り

事
業
廃
止
が
出
来
る
現
行
の
「
鉄
道
事

業
法
制
度
」
に
つ
い
て
、
抜
本
的
な
見

直
し
も
視
野
に
入
れ
た
検
証
を
行
う
よ

う
国
に
対
し
強
く
要
望
す
る
も
の
で
す
。

乃
木
・
玉
湯
・
忌
部
・
宍
道
公
民
館
で
、

そ
れ
ぞ
れ
こ
の
一
年
間
に
学
習
さ
れ
た

内
容

(

作
品
や
研
修

)

な
ど
の
発
表
会

が
玉
湯
公
民
館
で
12
月
１
日(

日)

に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
快
晴
に
恵
ま

れ
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
集
ま
ら
れ

鑑
賞(

観
賞)

さ
れ
、
ま
た
、
交
流
広

場
で
は
コ
ー
ヒ
ー
・
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
・
豚
汁
・

み
た
ら
し
団
子

・
炊
き
込
み
ご
飯
な
ど

多
く
の
模
擬
店
で
に
ぎ
や
か
な
一
日
で

し
た
。
個
々
の
公
民
館
で
の
活
動
内
容

は
文
化
祭
等
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

一
堂
に
会
し
他
の
地
域
の
活
動
内
容
を

知
る
こ
と
で
今
後
の
活
動
が
よ
り
充
実

す
る
の
で
は
と
感
じ
ま
し
た
。

晴
天
に
恵
ま
れ
た
、
12

月
２
日(

日)

宍
道
公
民
館

で
開
か
れ
、
安
井
誠
さ
ん

の
司
会
の
も
と
８
団
体

・

個
人
の
皆
さ
ん
が
自
慢
の

腕
前
を
披
露
さ
れ
、
満
席

の
お
客
さ
ん
か
ら
の
盛
大

な
声
援
と
笑
い
で
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
会

場
に
は
、
焼
き
芋
、
ポ
ッ

プ
菓
子
、
手
芸
品
、
あ
ん

餅
、
生
そ
ば
な
ど
売
店
も

あ
り
楽
し
ま
れ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
最
終
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
は
恒
例
の
お
楽

し
み
抽
選
会
が
り
、
島
根

和
牛
詰
め
合
わ
せ
・
新
そ

ば
・
み
そ
・
し
じ
み
な
ど

多
く
の
賞
品
が
来
場
者
に

ふ
る
ま
わ
れ
ま
し
た
。

【
提
出
理
由
の
要
旨
】

第
13
回
宍
道
歳
末
助
け
合
い

　
　

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

第
13
回
宍
道
歳
末
助
け
合
い

　
　

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

第
13
回
湖
南
ブ
ロ
ッ
ク

　

学
習
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

第
13
回
湖
南
ブ
ロ
ッ
ク

　

学
習
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

松
江
市
議
会
と
し
て
国
へ
意
見
書
を

　
　
　
　
　
　

提
出
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た


